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●本日の司会       （岡野 和弘副 SAA） 
 

 
 
 

●開会点鐘        （佐々木 稔郎会長） 
 

●国歌・ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 
 

●本日のお客様 
 

 
 
 
 
 
 

米山奨学生 鄭 聖潤さん 

（米山奨学金授与） 
 

 皆さん、こんばんは。前回の例会は酒席でしたが、ちょ

うど第一志望の会社の最終面接を前日に控えていたので、

早く帰らせていただきました。 

 お陰様で、無事内定をいただきました。これからは、学

業と研究に集中しようと思っています。 
 
 

●会務報告        （佐々木 稔郎会長） 
 

 5 月 30 日（木）東京八王子ロー

タリークラブと東京八王子東ロー

タリークラブの合同例会にメイク

に行ってまいりました。日本閣で

行われたのですが、例会は 30 分く

らいで終わり、その後の懇親会で

芸者の方がおいでになりまして、

すごく良い雰囲気でした。私は、

子ども食堂の卓話を依頼されておりまして、30 分ほど話

をいたしました。東京八王子南ロータリークラブの神山

さんという方が、こども食堂のためにフーズドライブを

してくれまして、支援の輪が広がっているなと感じます。 

●各委員長活動報告① 
 

渡邉 信義米山記念奨学委員長 

 米山奨学金制度は、日本独特の

もので、日本にいる留学生に奨学

金をお渡しすることで、日本やロ

ータリーの素晴らしさを広めて

もらおうという主旨でおこなわ

れております。当クラブの会員の

皆様におかれましては、非常にそ

れをよく理解していただいて、こ

こ 10 年くらい続けて奨学生を受け入れています。昨年度

は、一橋大学の呉君を受け入れておりましたが、4 月から

同じ一橋大学の鄭君を迎えております。 

 事業計画として、奨学生に積極的に事業活動に参加し

ていただくことを掲げておりましたので、早速内定も出

たということで、8 月のくじら祭には是非参加をしていた

だきたき、また、通常例会にも月 2 回、3 回と参加をして

会員の皆様と交流を深めていただきたいと思います。 

 特別寄付につきましては、皆様のご協力のお陰で会員 1

人あたり 20,000 円を達成することができました。今年度

ご協力をいただいたのは、柴田会員、田畑会員、鈴木会員、

若杉会員、内藤会員、星野宗保会員、渡邉でございます。

それから 30周年ということでクラブより寄付をいたしま

した。 
 
 

宇田川 泰弘社会奉仕・環境保全委員長 

 活動内容としましては、平成 30

年 6 月に第 1 回、7 月に第 2 回の

炉辺をおこないました。昭島市民

くじら祭については、約半年前か

ら実行委員会に参加をして、8 月

4 日（土）、5 日（日）におこなわ

れた「第 46回昭島市民くじら祭」

に参加をして、前年度同様、ミニ

SL の運行をおこないました。くじらパレードにつきまし

ては、本年度は異常な暑さと熱中症の懸念から、中止とな

りました。今回で牽引していたくじらは最後の予定でし

たので、残念です。今年は、自動運転の新大くじらの牽引

となります。 

 8 月 29 日（水）にくじら祭の打ち上げをおこないまし

た。3 月 9 日（土）新あきしま大くじらが完成いたしまし

た。昭和の森アウトドアヴィレッジにて完成披露式典が

おこなわれ、会員がくじらを引き屋内でパレードをおこ

ないました。4 月 12 日（日）「多摩川クリーン作戦」に参

加いたしました。同日、「ロータリーデー2750 フェスタ
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2019」へ参加をいたしました。各クラブの社会奉仕活動の

PR の場として、勉強になりました。 

 会員の皆様、1 年間、ご指導ご協力、誠にありがとうご

ざいました。 
 

曳地 義正青少年委員長 

 活動内容は、11 月 3 日（土）少

年柔道大会、12 月 23 日（祝）青

少年野球教室、2 月 11 日（祝）東

京昭島中央ロータリー杯争奪大

会、3 月 29 日（金）2750 地区の

奉仕のつどいへ青少年委員会の

活動内容の報告ということで参

加いたしました。柔道大会や争奪

大会は、メダルやトロフィーを授与するので比較的簡単

ですが、皆様ご存じの通り、野球教室はクラブ全体で協力

していただいて成功裡に終わりました。参加する子供達

が少なくなっていますが、皆一生懸命やっていて、30 周

年の記念行事としてもよかったと思います。 

 奉仕のつどいでは 8 分間くらい活動内容を発表しまし

た。やはり当クラブは内容が豊富だなと、あらためて確認

いたしました。皆様のご協力のお陰で何とか終えること

ができました。ありがとうございました。 
 
 

今藤 貫徳プログラム委員長 

 事業計画といたしましては、30

周年事業と優先として、年間計画

を立てることを掲げました。これ

についてはできたと思います。続

いて、各委員長に卓話をいただく

としたのですが、ほとんどできま

せんでした。申し訳ございません。

それから、各委員会の炉辺に参加

して、その中で話題をもらって情報共有をすることを予

定しておりましたが、それもできませんでした。 

 30 周年が成功裡に終わったということで、諸々お許し

いただきまして、1 年間ありがとうございました。 
 
 

岩本 勝宏広報・会報・IT委員長 

 1 年間、ご協力ありがとうござ

いました。基本方針は、クラブの

活動内容をより一層外部に向け

わかりやすく PR する、というこ

とでしたが何もできませんでし

た。広報委員長は 2 回目なのです

が、何もできず、今後の課題とし

て何か考えなければいけないと

思いました。 事業計画として、炉辺会議にてわかりやす

い PR 内容の検討及び方法の策定をおこなう、としました

が、なかなか炉辺の時間も取れませんでした。それから、

ホームページでのクラブ活動の発信についてもできてい

ませんでした。例会等の写真撮影などで会報作成の資料

収集をおこなうということについては、例年通りなので

できたと思います。あと私のやっている仕事は、羽鳥さん

に作成してもらった会報を校正するということですが、

ほとんど校正する部分が無いので、たいした仕事にはな

っていませんでした。 

来年度の委員長には、これらのことを踏まえて引き継ぎ

をしようと思いますので、来年度もご協力をどうぞよろ

しくお願いいたします。

志賀 義任出席委員長 

 事業計画といたしましては、各

委員会との連携を密にして出席

率向上に努めることを第一に考

えて活動しました。今年度は年間

の皆勤賞に加えて、3 ヶ月ごとの

皆勤賞を会長に授与してもらう

形にしましてた。7・8・9 月の皆

勤は 19 名、10・11・12 月は 13

名、1・2・3 月は 10 名でした。1 年を通して、統計を取

っていくと皆さんの出欠の傾向が分かってきました。7 月

は年度始め、8 月はくじら祭があるので、出席率は 80 パ

ーセントを越えています。それが終わるとひと休みとい

う感じで、秋風と共に出席率も下がっていきます。9・10・

11 月と寂しい例会が続きました。12 月はクリスマス例会

等があって楽しいので、皆さん出席なさいます。年が変わ

って 1 月、2 月、それから今年度は 30 周年があったので

4 月は飛び抜けて出席率が上がりました。あとひと月あり

ますので、最後まで出席率の向上にご協力よろしくお願

いいたします。 
 

西野 勝介創立 30 周年実行委員長 

 4 月 17 日（水）創立 30 周年記

念式典は、自分自身では普通以上

の点が取れたのではないかなと

思います。普通で終われれば、合

格かなと思います。普通とは、目

に留まって何だこれは、と思われ

ることのないような式典で終わ

れたということです。実際に評価

というものを直接には聞いておりませんが、間接的には 1

部の式典も良かったし、2 部の映像では昭島中央ロータリ

ークラブさんは奉仕活動をたくさんしているんですねと

いうことと、3 部の祝宴では女性の演奏がとても良かった

と人づてに聞いております。ここで、ここで本当に良かっ

たと皆さん思っていらっしゃいましたら、拍手をいただ

きたいと思います。終わってから 2ヶ月間良かったのか、

悪かったのか心配だったものですから、今の拍手で少し

安心いたしました。 

 実行委員長を仰せつかりまして、1 部 2 部 3 部をどのよ

うにするかということで、まず 1 部の式典は、式典らし

い式典、2 部は継続と記念事業を映像で皆さんに、こうい

うクラブだということを主張しようと思いました。3 部の

祝宴は、男ばかりの式典ですから、ここは華やかな女性の

演奏者にしようと、この 3 つを心掛けてやりました。 

 他のクラブと比較すると良かったのかどうか分かりま

すが、あるクラブの式典の評価は、うるさい、騒がしかっ

た、品が無くて恥ずかしかったという評価が残ったそう

です。 

 私の思う通りにさせていただいたことは、劇場型とい

うのでしょうか、全部前へ並んで全員がステージを正面

に見る、それには式典らしい式典をしないと悪い所は目

につきます。他のクラブにはないことが、チャーターメン

バーの皆さんを表彰したことと事務局員に感謝状を贈っ

たことです。これは、過去に色々な式典に出席してみて、

チャーターメンバーをもう少し尊重したほうが良いので

はないか、事務局員はもう少し優しくかわいがったほう

が良いのではないかという思いからです。それから、演出

のために昭島市長から時計寄贈の感謝状をいただきたい

とお願いをいたしました。木田選手には出席のお誘いを

したのですが、野球があり出席が叶わないということで、

ビデオレターをいただきました。 



 2 部では、予定人数を越えてしまったのでシルバン半分

では収容しきれず、式典後に壁を取ってテーブルを増や

しました。他のクラブは 90 パーセント以上が講師に頼る

講演会です。私は講演会だけはしたくないと思いました。

それに代わるものは何かと考えたのが、映像だったので

すが、いざ映像を作り始めたところ、大変なことばかりが

次々と起こりまして、これなら講師を頼んだほうがどれ

だけ楽であったかと思いました。 

 1 年以上前は、記念事業に何をするかはゼロの状態でし

た。その状態から、皆さんに感動を与えるにはどうしたら

良いのか考えて、こども食堂や岩泉、バンコクにしました。

映像の 1 番先には、グアムの地区大会でのガバナーの様

子を出しました。ガバナーの前で画面全体にガバナーを

出すと感激していただけるのではないかと思い、そのよ

うにいたしました。これは参加者全員が思いが同じにな

るので良かったと思います。22 分間の映像は、皆さんに

感動を与えたし、昭島中央ロータリーのPRもできました。 

 実行委員会の方々には、それぞれの立場で充分に力を

発揮していただいて、成功した 30 周年記念式典でした。 
 
 

●ニコニコ BOX発表   （鈴木 栄親睦委員長） 

 

○佐々木会長 

委員会報告ありがとうございます。 

1 年間ありがとうございました。 
 

○小山会員 

会長、幹事、1 年間ご苦労様でした。 
 

・岡野幹事 

各委員長、報告ありがとうございました。 
 
 

6 月結婚記念 

柴田会員・平畑会員 

●出席報告      （志賀 義任出席委員長） 

 

会員数 49 名 

出席義務会員 47 名 

本日の出席 30 名 

（メイクによる出席者数を除く） 

 
 
 

●委員会報告      （鈴木 栄親睦委員長） 
 

 6 月 9 日（日）・10 日（月）の親

睦旅行のご案内をさせていただ

きます。行き先は、川治温泉・星

野リゾート「界」です。集合は、

9 日の朝 8 時に昭和館の東側駐車

場となります。8 時 15 分に出発と

なりますのでお間違いのないよ

うお願いいたします。明日、事務

局より再度確認の FAX を送らせていただきます。 
 
 

●次週例会予定 （今藤 貫徳プログラム委員長） 
 
 
 

6 月 9 日（日）・10 日（月） 

親睦旅行 
 

6 月 12 日（水） 

各委員長活動報告② 
 

 
 

●閉会点鐘        （佐々木 稔郎会長）

 


